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☆
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
展
開
の
一
環
と
し
て

2
0
2
0
年
を
目
途
に
留
学
生
受
入
れ

3
0
万
人
を
目
指
す
。

☆
大
学
等
の
教
育
研
究
の
国
際
競
争
力
を
高
め
、
優
れ
た
留
学
生
を
戦
略
的
に
獲
得
。

☆
関
係
省
庁
・
機
関
等
が
総
合
的
・
有
機
的
に
連
携
し
て
計
画
を
推
進

２
．
入
試
・入

学
・入

国
の
入
り
口
の
改
善

～
日
本
留
学
の
円
滑
化
～

○
大
学
の
情
報
発
信
強
化

○
渡
日
前
入
学
許
可
の
推
進

○
各
種
手
続
き
の
渡
日
前
決
定
促
進

○
大
学
の
在
籍
管
理
徹
底
と

入
国
審
査
等
の
簡
素
化

な
ど

４
．
受
入
れ
環
境
づ
く
り

～
安
心
し
て
勉
学
に
専
念
で
き
る
環
境
へ
の
取
組
み
～

○
渡
日

1
年
以
内
は
宿
舎
提
供
を
可
能
に

○
国
費
留
学
生
制
度
等
の
改
善
・
活
用

○
地
域
・企

業
等
と
の
交
流
支
援
・
推
進

○
国
内
の
日
本
語
教
育
の
充
実

○
留
学
生
等
へ
の
生
活
支
援

な
ど

５
．
卒
業
・修

了
後
の
社
会
の
受
入
れ
の
推
進

～
日
本
の
社
会
の
ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾊ
ﾞﾙ
化
～

○
産
学
官
が
連
携
し
た
就
職
支
援
や
起
業
支
援

○
在
留
資
格
の
明
確
化
、
在
留
期
間
の
見
直
し
の
検
討
等

○
帰
国
後
の
ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ
ｱ
ｯﾌ
ﾟの
充
実

な
ど

外
務
省

法
務
省

経
済
産
業
省

厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省

文
部
科
学
省

ポ イ ン ト

○
積
極
的
留
学
情
報
発
信

○
留
学
相
談
強
化

○
海
外
で
の
日
本
語
教
育
の
充
実

な
ど

～
日
本
留
学
へ
の
動
機
づ
け
と

ﾜ
ﾝ
ｽ
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
の
展
開
～

１
．
日
本
留
学
へ
の
誘
い

大
学

等
海
外
拠
点

在
外
公
館

独
立
行
政
法
人

海
外
事
務
所

連
携

連
携

母
国
で
入
学

手
続
き
を

可
能
に
！

３
．
大
学
等
の
ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾊ
ﾞﾙ
化
の
推
進

～
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
～

○
国
際
化
拠
点
大
学

(3
0

)の

重
点
的
育
成

○
英
語
の
み
に
よ
る
コ
ー
ス
の
拡
大

○
ﾀ
ﾞﾌ
ﾞﾙ
ﾃ
ﾞｨ
ｸ
ﾞﾘ
ｰ
、
短
期
留
学
等
の
推
進

○
大
学
等
の
専
門
的
な
組
織
体
制
の
強
化

な
ど 企
業

地
域

連
携

連
携

連
携

支
援

留
学

帰
国就
職

情
報
発
信

宿
舎

宿
舎
奨
学
金
交
流
支
援
日
本
語
生
活
支
援

「
留
学
生
３
０
万
人
計
画
」
骨
子
の
概
要

留
学
生
の

雇
用
の
促
進

情
報

発
信

母
国
で
あ
ら
ゆ
る

留
学
情
報
の
入
手

を
可
能
に
！

国
際
色
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
に

総
合
的

有
機
的

連
携

連
携

1



○
世
界
的
な
留
学
生
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
教
育
研
究
の
向
上
や
国
家
間
の
友
好
関
係
の
強
化
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、

諸
外
国
の
成
長
を
我
が
国
に
取
り
込
み
、
我
が
国
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
重
点
地
域
の
設
定
等
の
外
国
人
留
学
生
受
入
れ
に
係
る
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
。

〇
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
諸
外
国
・地
域
の
人
材
育
成
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
等
の
継
続
的
な
取
組
に
加
え
、
我
が
国
の
大
学
等
へ
の
留
学
を
奨
励
・促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
重
点
を
置
く
べ
き
分
野
や
地
域
及
び
具
体
的
な

対
応
方
針
を
本
戦
略
に
お
い
て
策
定
。

○
20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
等
、
我
が
国
の
魅
力
の
積
極
的
な
海
外
発
信
に
果
た
す
外
国
人
留
学
生
の
役
割
も
重
要
。

・
A
S
E
A
N
は
我
が
国
と
の
人
的
交
流
が
最
も
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
も
、
日
系
企
業
の
進
出
も
盛
ん
に
な
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
国
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
教
育
の
質
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
、
量
的
な
拡
大
を
図
る
。

・
我
が
国
へ
の
留
学
の
魅
力
や
我
が
国
の
大
学
等
の
優
れ
た
点
に
つ
い
て
集
中
的
に
広
報
し
、
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
。

・
地
域
の
広
大
さ
に
鑑
み
、
モ
ス
ク
ワ
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
か
ら
地
理
的
に
近
く
、
親
日
派
・
知
日
派
の
多
い
地
域
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
中
心
と
し
た
極
東
地
域
か
ら
の
留
学
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
も
促
進
す
る
。

・
ア
フ
リ
カ
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
を
中
心
に
、
今
後
大
き
な
成
長
が
期
待
で
き
る
一
方
、
治
安
や
病
気
等
の
不
安
が
大
き
い
地
域
で
あ
る
。
今
後
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
を
増
や
す
に
当
た
っ
て
は
、
ア
フ
リ
カ
各
国
と
の
関
係
で

得
ら
れ
る
成
果
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
良
好
事
例
を
創
出
し
、
我
が
国
の
大
学
等
に
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
。

・
我
が
国
へ
の
留
学
の
魅
力
や
我
が
国
の
大
学
等
の
優
れ
た
点
に
つ
い
て
集
中
的
に
広
報
し
、
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
。

・
中
東
各
国
が
用
意
す
る
政
府
派
遣
奨
学
金
を
積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
環
境
整
備
を
図
る
。

・
企
業
の
進
出
拠
点
が
多
く
形
成
さ
れ
る
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
、
在
外
公
館
や
我
が
国
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
我
が
国
へ
の
留
学
の
魅
力
や
我
が
国
の
大
学
等
の
優
れ
た
点
に
つ
い
て
集
中
的
に
広
報
し
、
留
学
生
の
受

入
れ
を
促
進
す
る
。

・
東
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
我
が
国
と
の
関
係
が
強
く
親
日
国
で
あ
り
、
資
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
な
モ
ン
ゴ
ル
を
中
心
と
し
て
、
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
。

・
政
府
間
の
声
明
を
踏
ま
え
た
人
的
交
流
の
強
化
を
図
る
。

・
学
事
暦
の
柔
軟
化
や
大
学
間
交
流
協
定
の
締
結
促
進
に
よ
り
、
短
期
の
留
学
生
の
受
入
れ
を
中
心
に
、
受
入
数
を
増
加
さ
せ
る
。

・
南
米
は
、
我
が
国
の
高
い
技
術
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
我
が
国
に
と
っ
て
も
、
資
源
の
確
保
と
質
の
高
い
人
材
の
受
入
れ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
工
学
及
び
農
学
分
野
の
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
。

「
留
学
生

3
0
万
人
計
画
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
従
来
の

O
D

A
的
な
考
え
方
か
ら
脱
却
し
、

我
が
国
の
更
な
る
発
展
を
目
的
と
し
た
戦
略
に
よ
る
「
攻
め
」
の
留
学
生
受
入
れ
に
取
り
組
む
。

工
学

医
療

社
会
科
学

(法
制
度

)
農
学

東
南
ア
ジ
ア

（
A

S
E

A
N
）

我
が
国
の
発
展
に
特
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
重
点
地
域
及
び
今
後
の
対
応
方
針

外
国
人
留
学
生
受
入
れ
施
策
の
成
果
が
十
分
に
期
待
で
き
る
重
点
分
野

平
成
2
5
年
1
2
月
1
8
日
戦
略
的
な
留
学
生
交
流
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会

基
本
的
な
考
え
方

対
応
方
針

重
点
地
域

〇
留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
に
よ
る
戦
略
的
な
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ

○
奨
学
金
の
充
実
と
運
用
改
善
（
戦
略
枠
の
設
定
等
）

○
外
国
語
で
単
位
や
学
位
が
取
得
で
き
る
環
境
の
整
備
促
進

○
地
域
と
連
携
し
た
外
国
人
留
学
生
の
生
活
支
援

○
我
が
国
で
学
修
し
た
外
国
人
留
学
生
へ
の
対
応

世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
た
め
の
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
戦
略
（
概
要
）

電
気
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
建
築
等
の
開
発
分
野
か
ら
防
災
、
環
境
保
全
ま
で
幅
広
く
貢
献
で
き
る

基
礎
的
な
分
野
。
多
岐
に
わ
た
り
諸
外
国
と
の
関
係
発
展
に
寄
与
。

民
法
、
商
法
等
社
会
基
盤
を
形
成
す
る
実
学
的
分
野
を
中
心
に
、
諸
外
国
の
法
整
備
等
に
寄
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
地
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の
企
業
の
現
地
進
出
等
に
有
益
。

医
療
人
材
の
育
成
に
よ
る
諸
外
国
の
医
療
水
準
の
向
上
へ
の
貢
献
、
O
D
A
等
に
よ
り
我
が

国
が
設
立
し
た
病
院
等
医
療
施
設
の
継
続
的
な
運
営
に
寄
与
。

食
料
の
増
産
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
よ
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
等
に
貢
献
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
地
生
活
の
安
定
、
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
に
寄
与
。

戦
略
の
在
り
方

具
体
的
方
策

ロ
シ
ア
及
び

C
IS
諸
国

ア
フ
リ
カ

中
東

南
西
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

南
米

米
国

中
東
欧

世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
た
め
の
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
戦
略
（報
告
書
）
h
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学
校
種
別
・外

国
人
留
学
生
在
籍
者
数
推
移

（
各
年
５
月
１
日
）

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

大
学
院

29
,5
1
4

30
,2
78

30
,9
1
0

31
,5
92

32
,6
66

35
,4
05

39
,0
97

39
,7
49

39
,6
41

39
,5
67

39
,9
79

41
,3
96

43
,4
78

学
部

58
,3
2
4

61
,1
52

60
,4
2
0

59
,5
10

60
,5
20

64
,3
27

70
,0
21

68
,9
01

69
,2
74

67
,4
37

65
,8
65

67
,4
72

72
,2
29

短
期
大
学

3
,4
81

3
,0
91

2,
47
4

2,
11
0

2,
11
7

2,
22
4

2,
09
3

1,
82
7

1,
60
3

1,
43
8

1,
43
3

1,
41
4

1,
53
0

高
等
専
門
学
校

50
6

5
31

54
3

53
9

53
8

55
7

55
1

51
6

48
4

46
4

48
4

51
9

56
4

専
修
学
校
（専

門
課
程
）

23
,8
3
3

25
,1
97

21
,5
6
2

22
,3
99

25
,7
53

27
,9
14

27
,8
72

25
,4
63

25
,1
67

24
,5
86

29
,2
27

38
,6
54

50
,2
35

準
備
教
育
機
関

1
,6
44

1
,5
63

2,
01
8

2,
34
8

2,
23
5

2,
29
3

2,
14
0

1,
61
9

1,
58
7

2,
02
7

2,
19
7

2,
60
7

3,
08
6

日
本
語
教
育
機
関

33
,2
66

25
,6
22

24
,0
92

32
,6
26

44
,9
70

56
,3
17

68
,1
65

合
計

1
17
,3
02

12
1,
81
2
11
7,
92
7
1
18
,4
98

12
3,
82
9
13
2,
72
0
17
5,
04
0
16
3,
69
7
16
1,
84
8
16
8,
14
5
18
4,
15
5
20
8,
37
9
23
9,
28
7

（
出
典
）日

本
学
生
支
援
機
構
「外

国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
」

4
3
,4
7
8

7
2
,2
2
9

5
6
4

5
0
,2
3
5

3
,0
8
6

6
8
,1
6
5

2
3
9
,2
8
7

0

5
0,
0
00

1
00
,0
0
0

1
50
,0
0
0

2
00
,0
0
0

2
50
,0
0
0

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

大
学
院

学
部

短
期
大
学

高
等
専
門
学
校

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

準
備
教
育
機
関

日
本
語
教
育
機
関

合
計

1
,5
3
0

（
人
）

3



重点地域別留学生数推移（各年5月1日現在）

（人）
H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28

ミャンマー 1,151 1,193 1,280 1,652 2,079 イラン 213 208 180 189 198
タイ 2,167 2,383 2,676 2,904 3,185 トルコ 155 156 160 180 223
マレーシア 2,319 2,293 2,361 2,460 2,581 シリア 50 53 51 52 52
シンガポール 211 209 260 282 330 レバノン 11 13 11 16 18
インドネシア 2,276 2,410 2,705 2,995 3,670 イスラエル 27 29 30 36 39
フィリピン 497 507 546 647 779 ヨルダン 28 27 25 25 27
ベトナム 4,373 6,290 11,174 20,131 28,579 イラク 16 11 14 15 17
カンボジア 311 338 368 426 467 クウェート 5 6 4 4 9
ラオス 223 218 207 207 215 サウジアラビア 413 472 562 551 510
ブルネイ 17 20 26 35 58 アフガニスタン 102 155 213 307 339

ASEAN　計 13,545 15,861 21,603 31,739 41,943 パレスチナ 14 17 15 14 24
ロシア 333 339 404 451 505 イエメン 11 18 20 20 25
ウズベキスタン 203 227 274 335 383 アラブ首長国連邦 44 42 44 63 66
カザフスタン 58 65 85 87 107 バーレーン 7 8 10 9 7
ベラルーシ 24 33 26 29 28 オマーン 13 14 18 23 15
キルギス 75 72 76 85 92 カタール 3 4 9 16 18
アゼルバイジャン 22 17 21 15 18 中東　計 1,112 1,233 1,366 1,520 1,587
タジキスタン 27 34 34 42 39 パキスタン　　　　　　 166 184 185 198 201
トルクメニスタン 19 17 13 15 14 インド　　　　　　　　 541 560 622 773 880
アルメニア 5 8 11 13 13 ネパール　　　　　　　 2,451 3,188 5,291 8,691 13,456
モルドバ 8 6 8 7 9 バングラデシュ 1,052 875 825 1,015 1,402

ロシア・CIS　計 774 818 952 1,079 1,208 スリランカ　　　　　 670 794 902 1,200 1,905
エジプト 213 229 258 280 332 ブータン　　　　 22 17 20 23 25
スーダン 40 36 31 35 44 モルディブ 5 2 6 5 6
リビア 11 12 13 13 11 南西アジア　計 4,907 5,620 7,851 11,905 17,875
チュニジア 53 54 52 50 53 モンゴル　　　　　　　 1,114 1,138 1,222 1,350 1,495
アルジェリア 19 25 27 29 32 東アジア　計 1,114 1,138 1,222 1,350 1,495
マダガスカル 21 23 22 22 28 ブラジル　           272 275 437 481 463
ケニア 104 99 89 154 211 パラグアイ　　　  　　 28 26 19 24 26
タンザニア 48 43 48 84 111 ウルグアイ　　　  　　 6 3 6 3 2
コンゴ民主共和国 19 17 22 20 16 アルゼンチン　      　 53 48 56 61 63
ナイジェリア 57 68 71 85 117 チリ　　　           34 37 36 38 45
ガーナ 45 52 54 71 102 ボリビア　　　      　 26 22 28 26 26
リベリア 4 3 7 4 3 ペルー　　　　　  　　 78 86 93 96 98
ガボン 6 7 6 7 12 エクアドル　　　  　　 15 22 16 18 19
コンゴ共和国 3 4 1 2 7 コロンビア           64 60 57 66 81
カメルーン 27 36 40 29 29 ベネズエラ　　　    　 42 42 43 41 43
ザンビア 20 18 18 21 25 ガイアナ 4 3 3 2 2
コートジボワール 12 9 13 19 27 南米　計 622 624 794 856 868
モロッコ 37 42 46 50 57 アメリカ合衆国 2,133 2,083 1,975 2,223 2,428
セネガル 40 49 58 47 67 米国 2,133 2,083 1,975 2,223 2,428
エチオピア 50 53 52 75 100 ギリシャ          22 28 32 42 30
ギニア 10 9 11 20 15 オーストリア      58 57 61 71 93
ウガンダ 71 72 70 75 65 スイス            65 79 89 77 93
ジンバブエ 33 26 27 24 34 ポーランド        103 113 147 177 185
南アフリカ 18 18 16 33 66 チェコ            44 48 46 54 56
モーリタニア 7 8 4 3 7 ハンガリー        86 78 85 102 100
トーゴ 1 3 2 1 1 ルーマニア        69 75 67 71 66
中央アフリカ 1 1 1 0 0 ブルガリア 　     73 78 78 98 88
ベナン 13 17 17 21 23 アルバニア 　 12 9 5 7 10
マラウイ 20 19 20 19 34 スロバキア        26 35 31 33 32
スワジランド 1 1 2 2 3 ウクライナ　  　  71 77 77 78 83
エリトリア 12 10 10 8 7 クロアチア　　    18 18 22 26 28
コモロ 1 1 1 1 0 スロベニア        14 10 20 22 21
ナミビア 2 2 3 8 11 マケドニア        8 8 7 6 9
ボツワナ 20 21 21 21 23 ボスニア・ヘルツェゴビナ 9 11 9 12 8
マリ 9 12 8 7 8 セルビア 29 34 29 27 33
ニジェール 1 1 0 0 0 モンテネグロ 2 1 0 1 1
モーリシャス 5 3 4 5 8 コソボ 1 3 5 3 4
レソト 0 0 2 1 2 キプロス            　 1 2 6 8 9
アンゴラ 5 4 3 5 7 中東欧　計 711 764 816 915 949
ガーボヴェルデ 0 1 4 4 6
サントメ・プリンシペ 0 0 0 1 0
赤道ギニア 1 0 0 0 1
ブルキナファソ 2 3 8 6 15
セーシェル 0 0 0 0 1
ソマリア 2 2 2 2 1
モザンビーク 14 13 16 39 76
ルワンダ 14 17 16 33 44
シエラレオネ 10 10 7 6 8
ブルンジ 0 1 1 2 3
ジブチ 1 1 2 1 1
チャド 2 0 0 0 0
その他（アフリカ地域） 1 0 3 2 3

アフリカ　計 1,106 1,155 1,209 1,447 1,857

（出典）独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」
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地域別・留学期間別留学生数（H28.5.1現在）

１～３ヶ月 ３～６ヶ月 ６～12ヶ月
短期留学生

以外
合計

アジア 44 1,513 9,118 211,952 222,627

中東 1 15 85 1,573 1,674

アフリカ 1 13 99 1,819 1,932

大洋州 1 95 206 361 663

北米 28 669 1,105 1,207 3,009

中南米 0 60 282 1,048 1,390

欧州 29 826 2,598 4,533 7,986

合計 104 3,191 13,493 222,499 239,287

（出典）日本学生支援機構「平成28年度外国人留学生在籍状況調査」

アジア
１～３ヶ月
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短期留学生以

外
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外

アフリカ
１～３ヶ月

３～６ヶ月

６～12ヶ月

短期留学生以

外

大洋州

１～３ヶ月

３～６ヶ月

６～12ヶ月

短期留学生以

外

北米

１～３ヶ月

３～６ヶ月
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短期留学生以

外

中南米

１～３ヶ月

３～６ヶ月

６～12ヶ月

短期留学生以

外

欧州

１～３ヶ月

３～６ヶ月

６～12ヶ月

短期留学生以

外

合計

１～３ヶ月

３～６ヶ月

６～12ヶ月

短期留学生以

外
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ブロック別留学生受入れ大学数

平成28年5月1日現在

ブロック
留学生有
大学数

割合 留学生数 割合
留学生無
大学数

北海道 30 4.7% 2,704 2.3% 7

東北 36 5.7% 3,755 3.2% 14

関東（東京以外） 129 20.4% 22,843 19.7% 27

東京 120 19.0% 33,396 28.9% 14

中部 77 12.2% 9,482 8.2% 26

関西 117 18.5% 21,710 18.8% 32

中国 42 6.6% 5,973 5.2% 11

四国 14 2.2% 1,122 1.0% 2

九州 67 10.6% 14,708 12.7% 12

合計 632 100.0% 115,693 100.0% 145

（出典）日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」
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外国人留学生の日本留学の理由

○留学の目的（複数回答設問）

区分 割合

学位を取得する 53.2%

就職に必要な技能や知識を身に付ける 47.3%

日本で働く、もしくは日本企業に就職する 44.3%

国際的な経験を積んで、国際的な人脈を作りたい 31.8%

国際的な考え方を身に付けたい 31.0%

教養を身に付ける 27.1%

日本語の能力を高めたい 21.8%

他文化に接する 17.3%

良い環境で研究を行う 9.6%

その他 0.8%

○日本を留学先として選んだ理由（複数回答設問）

区分 割合

日本社会に興味があり、日本で生活したかったため 59.5%

日本語・日本文化を勉強したかったため 47.3%

日本の大学等の教育、研究が魅力的と思ったため 35.8%

日本と関連のある職業に就きたかったため 25.0%

異文化に接したかったため 23.1%

興味ある専門分野があったため 22.1%

友人、知人、家族等に勧められたため 19.6%

地理的に近いため 19.6%

他の国も考えていたが、学力や費用等の条件が一番合ったため 15.0%

大学間交流等をきっかけとして 5.8%

奨学金を得られたため 4.3%

その他 1.4%

（出典）日本学生支援機構「平成27年度私費外国人留学生生活実態調査」
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人
間
科
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
、
基
礎
工
学
部

・
国
際
教
養
大
学

国
際
教
養
学
部

・
東
京
基
督
教
大
学

神
学
部

・
慶
應
義
塾
大
学

総
合
政
策
学
部
、
環
境
情
報
学
部

・
上
智
大
学

国
際
教
養
学
部
、
理
工
学
部

・
法
政
大
学

ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙ教

養
学
部

・
明
治
学
院
大
学

国
際
学
部

○
【
学
部
段
階
】
「
英
語
に
よ
る
授
業
」
の
み
で
卒
業
で
き
る
（
学
科
等
が
あ
る
）
学
部
（
2
4
大
学
4
8
学
部
）

・
早
稲
田
大
学

国
際
教
養
学
部
、
基
幹
理
工
学
部
、
先
進
理
工
学
部
、
創
造
理
工
学
部
、
政
治
経
済
学
部
、
社
会
科
学
部

・
拓
殖
大
学

国
際
学
部

・
創
価
大
学

経
済
学
部
、
国
際
教
養
学
部

・
立
教
大
学

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

・
昭
和
音
楽
大
学

音
楽
学
部

・
名
古
屋
商
科
大
学

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰｼ
ｮ
ﾝ
学
部
、
経
営
学
部
、
経
済
学
部
、
商
学
部

・
立
命
館
大
学

国
際
関
係
学
部
、
政
策
科
学
部

・
関
西
学
院
大
学

国
際
学
部

・
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

ｱｼ
ﾞｱ
太
平
洋
学
部
、
国
際
経
営
学
部

・
東
京
国
際
大
学

経
済
学
部
、
国
際
関
係
学
部

・
城
西
国
際
大
学

国
際
人
文
学
部

・
沖
縄
国
際
大
学

総
合
文
化
学
部

（
出
典
）
文
部
科
学
省
「
平
成
2
6
年
度
の
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
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10
7

1
1
0 12

0 12
6 13
4

6 7

7

8

8

42

57

73

68

66

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

平
成
2
1
年
度

平
成
2
3年
度

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

平
成
2
6
年
度

国
立

公
立

私
立

47

43

45 45 45

5

7

7 8 7

29

26

36 34 36

0
10

2
0

30
40

50
60

70
80

90
10
0

平
成
21
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

国
立

公
立

私
立

外
国
語
教
育
の
実
施
状
況
②

「
英
語
に
よ
る
授
業
」
の
み
で
卒
業
（
修
了
）
で
き
る
（
学
科
等
が
あ
る
）
学
部
（
研
究
科
）
②

【
研
究
科
段
階
】「
英
語
に
よ
る
授
業
」
の
み
で
卒
業
で
き
る
大
学
数

8
1

76

88

8
7 8
8

1
3
.5
%

1
2
.4
%

14
.3
%

1
4
.1
%

1
4
.3
%

【
研
究
科
段
階
】「
英
語
に
よ
る
授
業
」
の
み
で
卒
業
で
き
る
研
究
科
数

15
5

17
4

20
0

2
0
2

20
8

（
出
典
）
文
部
科
学
省
「
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
（
平
成
2
2
年
度
は
震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
実
施
し
て
い
な
い
）
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う
ち
学
部
（Ｂ
）
う
ち
大
学
院

（Ｃ
）

う
ち
学
部
（Ｅ
）

う
ち
大
学
院

（Ｆ
）

う
ち
学
部

（Ｈ
）

う
ち
大
学
院

（Ｉ
）

う
ち
学
部
（Ｋ
）

う
ち
大
学
院

（Ｌ
）

A
0
1
-北
海
道
大
学

4
1
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

4
1
コ
ー
ス

1
2
7
コ
ー
ス

3
1
コ
ー
ス

9
6
コ
ー
ス

3
2
.3
%

0
.0
%

4
2
.7
%

3
7
0
人

0
人

3
7
0
人

1
8
,1
7
1
人

1
1
,8
2
4
人

6
,3
4
7
人

2
.0
%

0
.0
%

5
.8
%

A
0
2
-東
北
大
学

2
6
コ
ー
ス

3
コ
ー
ス

2
3
コ
ー
ス

5
8
コ
ー
ス

1
3
コ
ー
ス

4
5
コ
ー
ス

4
4
.8
%

2
3
.1
%

5
1
.1
%

4
7
6
人

7
9
人

3
9
7
人

1
8
,5
5
6
人

1
1
,3
5
2
人

7
,2
0
4
人

2
.6
%

0
.7
%

5
.5
%

A
0
3
-筑
波
大
学

4
9
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

4
4
コ
ー
ス

2
1
0
コ
ー
ス

3
5
コ
ー
ス

1
7
5
コ
ー
ス

2
3
.3
%

1
4
.3
%

2
5
.1
%

5
8
0
人

1
6
7
人

4
1
3
人

1
7
,4
9
8
人

1
0
,1
2
8
人

7
,3
7
0
人

3
.3
%

1
.6
%

5
.6
%

A
0
4
-東
京
大
学

4
4
コ
ー
ス

3
コ
ー
ス

4
1
コ
ー
ス

4
3
8
コ
ー
ス

1
2
0
コ
ー
ス

3
1
8
コ
ー
ス

1
0
.0
%

2
.5
%

1
2
.9
%

9
9
4
人

1
2
9
人

8
6
5
人

2
8
,2
5
3
人

1
4
,1
5
9
人

1
4
,0
9
4
人

3
.5
%

0
.9
%

6
.1
%

A
0
5
-東
京
医
科
歯
科
大
学

9
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

9
コ
ー
ス

3
4
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

2
8
コ
ー
ス

2
6
.5
%

0
.0
%

3
2
.1
%

1
6
3
人

0
人

1
6
3
人

3
,2
2
6
人

1
,5
0
0
人

1
,7
2
6
人

5
.1
%

0
.0
%

9
.4
%

A
0
6
-東
京
工
業
大
学

5
8
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

5
7
コ
ー
ス

7
6
コ
ー
ス

1
7
コ
ー
ス

5
9
コ
ー
ス

7
6
.3
%

5
.9
%

9
6
.6
%

4
,7
2
9
人

1
4
人

4
,7
1
5
人

1
0
,0
6
3
人

4
,8
3
3
人

5
,2
3
0
人

4
7
.0
%

0
.3
%

9
0
.2
%

A
0
7
-名
古
屋
大
学

4
4
コ
ー
ス

1
1
コ
ー
ス

3
3
コ
ー
ス

2
1
3
コ
ー
ス

3
5
コ
ー
ス

1
7
8
コ
ー
ス

2
0
.7
%

3
1
.4
%

1
8
.5
%

6
4
9
人

1
9
8
人

4
5
1
人

1
6
,2
2
6
人

1
0
,0
5
1
人

6
,1
7
5
人

4
.0
%

2
.0
%

7
.3
%

A
0
8
-京
都
大
学

3
2
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

3
1
コ
ー
ス

8
4
コ
ー
ス

1
3
コ
ー
ス

7
1
コ
ー
ス

3
8
.1
%

7
.7
%

4
3
.7
%

5
1
4
人

8
1
人

4
3
3
人

2
3
,4
9
2
人

1
3
,8
1
7
人

9
,6
7
5
人

2
.2
%

0
.6
%

4
.5
%

A
0
9
-大
阪
大
学

1
7
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

1
5
コ
ー
ス

2
9
4
コ
ー
ス

9
0
コ
ー
ス

2
0
4
コ
ー
ス

5
.8
%

2
.2
%

7
.4
%

3
3
8
人

1
0
4
人

2
3
4
人

2
4
,4
7
6
人

1
6
,0
1
6
人

8
,4
6
0
人

1
.4
%

0
.6
%

2
.8
%

A
1
0
-広
島
大
学

5
7
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

5
7
コ
ー
ス

1
3
0
コ
ー
ス

5
3
コ
ー
ス

7
7
コ
ー
ス

4
3
.8
%

0
.0
%

7
4
.0
%

2
,9
6
9
人

0
人

2
,9
6
9
人

1
5
,6
1
7
人

1
1
,0
5
5
人

4
,5
6
2
人

1
9
.0
%

0
.0
%

6
5
.1
%

A
1
1
-九
州
大
学

6
4
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

5
9
コ
ー
ス

1
9
6
コ
ー
ス

3
1
コ
ー
ス

1
6
5
コ
ー
ス

3
2
.7
%

1
6
.1
%

3
5
.8
%

6
6
2
人

8
3
人

5
7
9
人

1
8
,9
7
3
人

1
1
,8
7
1
人

7
,1
0
2
人

3
.5
%

0
.7
%

8
.2
%

A
1
2
-慶
應
義
塾
大
学

1
2
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

1
1
コ
ー
ス

1
2
0
コ
ー
ス

4
1
コ
ー
ス

7
9
コ
ー
ス

1
0
.0
%

2
.4
%

1
3
.9
%

4
3
6
人

9
8
人

3
3
8
人

3
4
,2
4
0
人

2
9
,2
2
0
人

5
,0
2
0
人

1
.3
%

0
.3
%

6
.7
%

A
1
3
-早
稲
田
大
学

5
2
コ
ー
ス

1
9
コ
ー
ス

3
3
コ
ー
ス

1
5
4
コ
ー
ス

7
1
コ
ー
ス

8
3
コ
ー
ス

3
3
.8
%

2
6
.8
%

3
9
.8
%

3
,0
6
3
人

1
,5
0
0
人

1
,5
6
3
人

5
2
,6
0
4
人

4
3
,4
1
6
人

9
,1
8
8
人

5
.8
%

3
.5
%

1
7
.0
%

B
0
1
-千
葉
大
学

3
3
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

3
3
コ
ー
ス

1
1
6
コ
ー
ス

4
1
コ
ー
ス

7
5
コ
ー
ス

2
8
.4
%

0
.0
%

4
4
.0
%

7
7
4
人

0
人

7
7
4
人

1
4
,5
9
1
人

1
0
,8
0
2
人

3
,7
8
9
人

5
.3
%

0
.0
%

2
0
.4
%

B
0
2
-東
京
外
国
語
大
学

2
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

2
3
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

1
7
コ
ー
ス

8
.7
%

0
.0
%

1
1
.8
%

1
9
人

0
人

1
9
人

4
,7
2
1
人

4
,1
6
3
人

5
5
8
人

0
.4
%

0
.0
%

3
.4
%

B
0
3
-東
京
藝
術
大
学

4
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

1
2
3
コ
ー
ス

3
4
コ
ー
ス

8
9
コ
ー
ス

3
.3
%

0
.0
%

4
.5
%

3
0
人

0
人

3
0
人

3
,4
4
7
人

2
,0
5
8
人

1
,3
8
9
人

0
.9
%

0
.0
%

2
.2
%

B
0
4
-長
岡
技
術
科
学
大
学

1
6
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

1
6
コ
ー
ス

1
6
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

1
6
コ
ー
ス

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

8
3
人

0
人

8
3
人

2
,7
3
5
人

1
,5
7
9
人

1
,1
5
6
人

3
.0
%

0
.0
%

7
.2
%

B
0
5
-金
沢
大
学

3
7
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

3
1
コ
ー
ス

9
6
コ
ー
ス

4
9
コ
ー
ス

4
7
コ
ー
ス

3
8
.5
%

1
2
.2
%

6
6
.0
%

9
9
人

0
人

9
9
人

1
0
,4
8
8
人

8
,0
5
5
人

2
,4
3
3
人

0
.9
%

0
.0
%

4
.1
%

B
0
6
-豊
橋
技
術
科
学
大
学

2
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

4
0
.0
%

0
.0
%

5
0
.0
%

4
7
人

0
人

4
7
人

2
,2
1
5
人

1
,2
3
7
人

9
7
8
人

2
.1
%

0
.0
%

4
.8
%

B
0
7
-京
都
工
芸
繊
維
大
学

2
2
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

2
2
コ
ー
ス

5
3
コ
ー
ス

9
コ
ー
ス

4
4
コ
ー
ス

4
1
.5
%

0
.0
%

5
0
.0
%

3
1
人

0
人

3
1
人

4
,0
7
7
人

2
,7
6
5
人

1
,3
1
2
人

0
.8
%

0
.0
%

2
.4
%

B
0
8
-奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

6
コ
ー
ス

－
6
コ
ー
ス

8
コ
ー
ス

－
8
コ
ー
ス

7
5
.0
%

－
7
5
.0
%

6
3
4
人

－
6
3
4
人

1
,1
8
0
人

－
1
,1
8
0
人

5
3
.7
%

－
5
3
.7
%

B
0
9
-岡
山
大
学

1
9
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

1
9
コ
ー
ス

8
0
コ
ー
ス

1
5
コ
ー
ス

6
5
コ
ー
ス

2
3
.8
%

0
.0
%

2
9
.2
%

1
4
9
人

0
人

1
4
9
人

1
3
,4
3
2
人

1
0
,3
3
8
人

3
,0
9
4
人

1
.1
%

0
.0
%

4
.8
%

B
1
0
-熊
本
大
学

4
1
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

4
1
コ
ー
ス

1
5
0
コ
ー
ス

4
4
コ
ー
ス

1
0
6
コ
ー
ス

2
7
.3
%

0
.0
%

3
8
.7
%

2
0
6
人

0
人

2
0
6
人

1
0
,3
3
4
人

8
,1
4
3
人

2
,1
9
1
人

2
.0
%

0
.0
%

9
.4
%

B
1
1
-国
際
教
養
大
学

3
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

3
コ
ー
ス

7
5
.0
%

1
0
0
.0
%

6
6
.7
%

9
2
1
人

8
8
4
人

3
7
人

1
,1
0
6
人

1
,0
6
1
人

4
5
人

8
3
.3
%

8
3
.3
%

8
2
.2
%

B
1
2
-会
津
大
学

2
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

3
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

6
6
.7
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
7
7
人

0
人

1
7
7
人

1
,2
1
6
人

1
,0
3
6
人

1
8
0
人

1
4
.6
%

0
.0
%

9
8
.3
%

B
1
3
-国
際
基
督
教
大
学

0
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
人

0
人

0
人

2
,9
7
6
人

2
,8
1
3
人

1
6
3
人

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

B
1
4
-芝
浦
工
業
大
学

8
コ
ー
ス

0
コ
ー
ス

8
コ
ー
ス

3
4
コ
ー
ス

1
7
コ
ー
ス

1
7
コ
ー
ス

2
3
.5
%

0
.0
%

4
7
.1
%

9
6
5
人

0
人

9
6
5
人

8
,3
9
5
人

7
,3
8
7
人

1
,0
0
8
人

1
1
.5
%

0
.0
%

9
5
.7
%

B
1
5
-上
智
大
学

7
コ
ー
ス

3
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

5
9
コ
ー
ス

3
1
コ
ー
ス

2
8
コ
ー
ス

1
1
.9
%

9
.7
%

1
4
.3
%

1
,3
8
6
人

1
,1
5
4
人

2
3
2
人

1
4
,6
8
0
人

1
3
,1
9
8
人

1
,4
8
2
人

9
.4
%

8
.7
%

1
5
.7
%

B
1
6
-東
洋
大
学

7
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

1
1
0
コ
ー
ス

4
8
コ
ー
ス

6
2
コ
ー
ス

6
.4
%

2
.1
%

9
.7
%

1
,0
6
9
人

8
7
7
人

1
9
2
人

3
0
,7
7
7
人

2
9
,8
9
9
人

8
7
8
人

3
.5
%

2
.9
%

2
1
.9
%

B
1
7
-法
政
大
学

3
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

1
0
0
コ
ー
ス

3
9
コ
ー
ス

6
1
コ
ー
ス

3
.0
%

2
.6
%

3
.3
%

3
6
0
人

3
5
7
人

3
人

3
0
,3
6
4
人

2
8
,5
7
6
人

1
,7
8
8
人

1
.2
%

1
.2
%

0
.2
%

B
1
8
-明
治
大
学

6
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

1
0
7
コ
ー
ス

4
0
コ
ー
ス

6
7
コ
ー
ス

5
.6
%

2
.5
%

7
.5
%

2
1
0
人

6
1
人

1
4
9
人

3
3
,5
2
1
人

3
1
,1
1
7
人

2
,4
0
4
人

0
.6
%

0
.2
%

6
.2
%

B
1
9
-立
教
大
学

5
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

6
1
コ
ー
ス

2
8
コ
ー
ス

3
3
コ
ー
ス

8
.2
%

3
.6
%

1
2
.1
%

4
3
人

1
4
人

2
9
人

2
1
,0
2
5
人

1
9
,7
0
3
人

1
,3
2
2
人

0
.2
%

0
.1
%

2
.2
%

B
2
0
-創
価
大
学

6
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

3
5
コ
ー
ス

1
0
コ
ー
ス

2
5
コ
ー
ス

1
7
.1
%

2
0
.0
%

1
6
.0
%

1
,0
1
9
人

9
3
1
人

8
8
人

7
,9
1
5
人

7
,5
0
2
人

4
1
3
人

1
2
.9
%

1
2
.4
%

2
1
.3
%

B
2
1
-国
際
大
学

1
6
コ
ー
ス

－
1
6
コ
ー
ス

1
6
コ
ー
ス

－
1
6
コ
ー
ス

1
0
0
.0
%

－
1
0
0
.0
%

3
6
8
人

－
3
6
8
人

3
6
8
人

－
3
6
8
人

1
0
0
.0
%

－
1
0
0
.0
%

B
2
2
-立
命
館
大
学

2
2
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

2
0
コ
ー
ス

9
1
コ
ー
ス

3
2
コ
ー
ス

5
9
コ
ー
ス

2
4
.2
%

6
.3
%

3
3
.9
%

5
3
7
人

3
0
9
人

2
2
8
人

3
6
,5
0
4
人

3
3
,5
5
5
人

2
,9
4
9
人

1
.5
%

0
.9
%

7
.7
%

B
2
3
-関
西
学
院
大
学

6
コ
ー
ス

1
コ
ー
ス

5
コ
ー
ス

5
5
コ
ー
ス

1
1
コ
ー
ス

4
4
コ
ー
ス

1
0
.9
%

9
.1
%

1
1
.4
%

1
0
7
人

4
4
人

6
3
人

2
5
,0
7
9
人

2
3
,9
4
2
人

1
,1
3
7
人

0
.4
%

0
.2
%

5
.5
%

B
2
4
-立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

6
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

6
コ
ー
ス

2
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

5
,9
4
8
人

5
,7
5
5
人

1
9
3
人

5
,9
4
8
人

5
,7
5
5
人

1
9
3
人

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

合
計

7
8
4
コ
ー
ス

7
2
コ
ー
ス

7
1
2
コ
ー
ス
3
,4
9
1
コ
ー
ス

1
,0
1
6
コ
ー
ス

2
,4
7
5
コ
ー
ス

2
2
.5
%

7
.1
%

2
8
.8
%

3
1
,1
2
5
人

1
2
,8
3
9
人

1
8
,2
8
6
人

5
6
8
,4
8
9
人

4
4
3
,9
2
6
人

1
2
4
,5
6
3
人

5
.5
%

2
.9
%

1
4
.7
%

大
学
名

⑧
外
国
語
の
み
で
卒
業
で
き
る
コ
ー
ス
の
数
等

割
合
（
Ｉ／

Ｌ
）

平
成
２
８
年
度
（H
2
8
.5
.1
）

実
績

外
国
語
の
み

で
卒
業
で
き
る

コ
ー
ス
の
設
置

数
（Ａ
）

全
学
位
コ
ー
ス

の
設
置
数
（Ｄ
）

割
合
（
Ａ
／

Ｄ
）

割
合
（
Ｂ
／

Ｅ
）

割
合
（
Ｃ
／

Ｆ
）

外
国
語
の
み

で
卒
業
で
き
る

コ
ー
ス
の
在
籍

者
数
（Ｇ
）

全
学
生
数

（Ｊ
）

割
合
（
Ｇ
／

Ｊ
）

割
合
（
Ｈ
／

Ｋ
）
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19
,0

38
 

20
,4

10
 

22
,8

69
 

23
,3

32
 

25
,1

14
 

22
,6

97
 

23
,7

99
 

4,
70

1 
5,

13
5 

6,
19

9 
6,

35
6 

7,
03

5 
7,

12
9 

8,
36

7 

0

5,
00

0

10
,0

0
0

15
,0

0
0

20
,0

0
0

25
,0

0
0

30
,0

0
0

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
2
7
年

卒
業
・
修
了
者
数
（大
学
）

国
内
就
職
者
数
（
大
学
）

（
2
8
.0
%
）

（
3
1
.4
%
）

（
3
5
.2
%
）

外
国
人
留
学
生
の
就
職
の
現
状

○
大
学
（
学
部
・
院
）
を
卒
業
・
修
了
し
た
外
国
人
留
学
生
の
進
路
状
況

平
成
2
７
年
度
に
大
学
（
学
部
・院

）
を
卒
業
・修

了
し
た
者
（
2
3
,7
9
9
人
）
の
う
ち
、
国
内
に
就
職
し
た
者
は
8
,3
6
7
人
（
約
3
5
%
）
。

○
外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援
に
関
す
る
政
府
の
方
向
性

「日
本
再
興
戦
略
改
訂
2
0
1
6
」
（
平
成
2
8
年
6
月
2
日
）
に
お
い
て
、
外
国
人
留
学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
率
を
３
割
か
ら
5
割
へ

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
閣
議
決
定
。

○
日
本
に
お
け
る
就
職
を
希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
の
状
況

日
本
に
お
け
る
就
職
を
希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
は
全
体
の
約
6
4
％
を
占
め
る
。

・
外
国
人
留
学
生
の
就
職
者
数
は
近
年
増
加
し
て
い
る
が
、
留
学
生
全
体
に
占
め
る
割
合
は
３
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

○
大
学
（
学
部
・
院
）
段
階
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
卒
業
・
修
了
及
び
国
内
就
職
の
推
移

（
出
典
）
「
平
成
2
７
年
度
外
国
人
留
学
生
進
路
状
況
・学

位
授
与
状
況
調
査
結
果
」

(平
成
2
９
年
４
月
(独
)日

本
学
生
支
援
機
構
)

（
出
典
）
「
平
成
2
7
年
度
私
費
外
国
人
留
学
生
生
活
実
態
調
査
」

(平
成
2
8
年
9
月
(独
)日

本
学
生
支
援
機
構
)

人
数

（
単
位
：
人
）

（
出
典
）
「
平
成
2
７
年
度
外
国
人
留
学
生
進
路
状
況
・学

位
授
与
状
況
調
査
結
果
」

(平
成
2
９
年
４
月
(独
)日

本
学
生
支
援
機
構
)

（
2
4
.7
%
）

※
各
年
度
内
に
大
学
・
大
学
院
を

卒
業
・
修
了
し
た
外
国
人
留
学
生
の

進
路
状
況

（
年
度
）

（
2
5
.2
%
）

（
2
7
.1
%
）

（
2
7
.2
%
）
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外
国
人
留
学
生
の
就
職
に
関
す
る
課
題

38
.5
%

33
.8
%

3
2
.2
%

2
9
.0
%

2
5
.5
%

2
4
.8
%

2
2
.7
%

1
9
.8
%

0
.0
%

1
0
.0
%

2
0
.0
%

3
0
.0
%

4
0
.0
%

①
外
国
人
留
学
生
向
け
の
求
人
が
少
な
い

②
日
本
の
就
職
活
動
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

③
日
本
語
に
よ
る
適
性
試
験
や
能
力
試
験
が
難

し
い

④
業
界
研
究
や
企
業
研
究
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い

⑤
日
本
語
で
の
面
接
対
応
が
難
し
い

⑥
企
業
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
の
か

不
明

⑦
入
社
後
の
仕
事
内
容
が
不
明
確

⑧
日
本
語
に
よ
る
書
類
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い

38
.9
%

36
.9
%

1
7
.7
%

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

①
日
本
語
能
力
が
不
十
分

②
日
本
企
業
に
お
け
る
働
き
方
の
理
解
が
不
十
分

③
業
界
研
究
・
企
業
研
究
が
不
十
分

◆
外
国
人
留
学
生
の
就
職
及
び
定
着
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果

◆
平
成
27
年
度
私
費
外
国
人
留
学
生
生
活
実
態
調
査

外
国
人
留
学
生
や
高
度
外
国
人
材
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
複
数
回
答
可
）
に
よ
る
と
、
就
職
活
動
上
の
課
題
と
し
て
、

①
日
本
式
の
就
職
方
法
指
導
や
日
本
語
の
修
得
の
た
め
の
支
援
、
②
企
業
に
よ
る
留
学
生
採
用
枠
の
拡
大
や
採
用
枠
の
明
示

③
在
留
資
格
の
変
更
手
続
き
の
簡
素
化
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

◆
外
国
人
留
学
生
の
就
職
及
び
定
着
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果

出
典
：
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
及
び
定
着
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
」

2
0
15
年
3月

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
（
経
済
産
業
省
委
託
事
業
）

出
典
：
「
平
成
2
7年

度
私
費
外
国
人
留
学
生
生
活
実
態
調
査
」
2
01
6年

9
月
（独
）
日
本
学
生
支
援
機
構

出
典
：
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
及
び
定
着
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
」

2
0
15
年
3月

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
（
経
済
産
業
省
委
託
事
業
）

一
方
、
企
業
か
ら
見
て
、
外
国
人
留
学
生
が
就
職
活
動
で
改
善
し
て
ほ
し
い
点
は
以
下
の
通
り
。

①
外
国
人
留
学
生
向
け
の
求
人
が
少
な
い

②
日
本
の
就
職
活
動
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

③
日
本
語
に
よ
る
適
性
試
験
や
能
力
試
験
が
難
し
い

④
業
界
研
究
や
企
業
研
究
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

⑤
日
本
語
で
の
面
接
対
応
が
難
し
い

⑥
企
業
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
の
か
不
明

⑦
入
社
後
の
仕
事
内
容
が
不
明
確

⑧
日
本
語
に
よ
る
書
類
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い

①
日
本
語
能
力
が
不
十
分

②
日
本
企
業
に
お
け
る
働
き
方
の
理
解
が
不
十
分

③
業
界
研
究
・
企
業
研
究
が
不
十
分

53
.2
%

50
.3
%

36
.4
%

36
.1
%

28
.5
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

①
留
学
生
用
就
職
情
報
の
充
実

②
在
留
資
格
の
変
更
手
続
き
の
簡
素
化
、
手

続
き
期
間
の
短
縮
化

③
企
業
主
催
の
留
学
生
用
就
職
説
明
会
の
充

実

④
在
留
資
格
の
変
更
の
弾
力
化

⑤
留
学
生
用
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実

①
留
学
生
用
就
職
情
報
の
充
実

②
在
留
資
格
の
変
更
手
続
き
の
簡
素
化

③
企
業
主
催
の
留
学
生
用
就
職
説
明
会
の
充
実

④
在
留
資
格
の
変
更
の
弾
力
化

⑤
留
学
生
用
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実

企
業
側
で
努
力
が
必
要
な
事
項

大
学
も
協
力
が
で
き
る
事
項
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各地域の帰国留学生会数及び会員数
（ＪＩＣＡ，ＡＯＴＳ同窓会等を除外した数）

総数　85,112名、101か国、243組織

アジア　18か国・141組織 中南米　17か国・24組織 アフリカ　23か国・25組織
国・地域名 会員数 国･地域名 会員数 国・地域名 会員数

フィリピン（９） 16,725 ブラジル（８） 3,153 ケニア（２） 2,977
中国（46） 12,351 エルサルバドル（１） 745 ブルキナファソ（１） 900
マレーシア（７） 9,250 アルゼンチン（１） 670 マダガスカル（２） 362
韓国（29） 7,925 メキシコ（１） 448
タイ（15） 7,675 ペルー（１） 435 　　北米　２か国・５組織
インドネシア(17) 6,501 ホンジュラス（１） 172 国・地域名 会員数
ベトナム（３） 2,023 コロンビア（１） 169 カナダ（４） 103
ミャンマー（１） 1,731 ハイチ（１） 94 アメリカ（１） 24
モンゴル（２） 1,510 ドミニカ（共）（１） 80
バングラデシュ（２） 900 パラグアイ 80 　中近東　７か国・８組織
インド（３） 889 国・地域名 会員数
カンボジア（２） 530 ヨーロッパ　26か国・29組織 イラン（２） 332
シンガポール（１） 430 国・地域名 会員数 トルコ（１） 300
ラオス（１） 350 ドイツ（２） 426 アフガニスタン（１） 200
ネパール（２） 289 ハンガリー（１） 400
スリランカ（１） 217 アイスランド（１） 200 大洋州　８か国・11組織
パキスタン（２） 107 ウクライナ（１） 194 国・地域名 会員数
ブルネイ（１） 40 イタリア（１） 188 ニュージーランド（３） 162

フランス（１） 169 フィジー（１） 74
英国（１） 130 オーストラリア（２） 54

アセアン合計 45,255 ブルガリア（２） 127
総数に占める割合 約53％ スロベニア（１） 112

スイス（１） 112

※中南米，ヨーロッパは会員数上位１０カ国，アフリカ，中近東，大洋州は上位３カ国のみ掲載。

平成28年８月現在

人物交流室

北米

127名 (0.1％)

ヨーロッパ(NIS諸国含む)

2,849名 (3.3％)

中東

935名 (1.1％)

アフリカ

5,031名 (5.9％)

大洋州

469名 (0.6％)

アジア

69,443名 (81.7％)

中南米

6,258名 (7.3％)
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高等教育機関における外国人留学生の受入 

推進に関する有識者会議の設置について 

平成 28年 7月 21日 

高等教育局長決定 

１．趣旨 

文部科学省の行う留学生交流に係る外国人留学生の受入れ施策に関し、現下及び

今後の社会情勢等を勘案しつつ、これまでの各種提言における取組とその成果につ

いて進捗状況を点検するとともに、外国人留学生受入れの意義を再認識し、現在の

課題とその解決に向けた具体的な施策について改めて検討する。また、必要に応じ

て戦略的な留学生の受入れを推進するための意見交換を行う。 

この検討に当たり、有識者で構成される会議（以下、「有識者会議」という。）

を以下の要領にて開催する。 

２．検討事項 

① 外国人留学生受入れの意義の再確認 

② 設置主体等、各大学群の目指すべき方向性に即した外国人留学生の受入れ戦略 

③ 外国人留学生の受入れの現状及び上記受入戦略を踏まえた分析 

④ 国費外国人留学生制度（大使館推薦、大学推薦等）をはじめとした、奨学金プロ

グラムの在り方 

⑤ その他留学生戦略に関すること 

３．構成及び運営 

① 有識者会議は別に定める有識者等の協力を得て、「２．検討事項」について検討

する。 

② 有識者会議に主査を置き、有識者会議に属する委員の互選により選任する。 

③ 有識者会議の運営に関する事項及びその他必要な事項は、有識者会議において定

める。 

４．設置期間 

平成28年7月21日から平成29年3月31日までとする。 

５．庶務 

会議に関する庶務は、高等教育局学生・留学生課において処理する。 

  



 

高等教育機関における外国人留学生の 

受入推進に関する有識者会議 委員名簿 

（◎：主査） 

（敬称略・五十音順） 
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第１回 平成２８年９月１４日（水）  

    ・課題の洗い出し、全体的な意見交換 

 

第２回 平成２８年９月２８日（水）  

    ・先進的な事例についてのヒアリング 

 

第３回 平成２８年１０月２１日（金） 

    ・審議経過報告に向けた骨子の議論 

 

第４回 平成２８年１２月２日（金）  
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第５回 平成２９年７月５日（水） 

    ・有識者会議報告の取りまとめ 
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